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令和４年度学校評価アンケート結果について

日頃より本校の教育活動の推進にご理解とご協力をいただき感謝申し上げます。
さて、７月に実施いたしました、学校評価アンケートの集計結果について、全教職員でチーム分析及び改善策

を検討しました。今後はこの結果を教育活動に生かしていきたいと考えております。
各ご家庭におかれましても、アンケート結果に基づき、お子様へのご指導・お声がけをいただけますようお願

い申し上げます。
＊学校評価達成度基準：Ａ十分理解・達成されている90％以上 Ｂ理解・達成されている80％以上 Ｃ理解・
達成が不十分である60％以上 Ｄ理解・達成されていない60％未満
＊原則としてアンケートのａ：十分、ｂ＝概ねの合計が９０％以上であってもａ＞ｂの場合のみ「Ａ」評価とし
ます。ａ＋ｂが９０％以上でもａ＜ｂの場合は「Ｂ」とします。

学校経営評価 方策 自 己 評 価
評価項目 目標値 改 善 策

１ 学校からの連絡 ① 学 校 や 生 徒 の 成 長 ○学校や生徒の活動の様子の情報提供を各種通信やWebペＢ ○ 各 種 通 信 の 一 層 の
Ⅰ や 各 諸 行 事 へ の 参 の 様 子 が 分 か る と 答 ージ、Ｈ＆Ｓによるメール配信などを工夫して計画的・継 充実

加 な ど に よ っ て ， え る 保 護 者 が 90％ 以 続的に行い、保護者への情報提供の一層の充実を図る。 ○ Webペ ー ジ ・ H&S
保 学 校 や 子 ど も の 様 上である。 の活用
護 子がわかりますか。

者 ２ 学校の行事や ② 学 校 や P TAの 諸 活 ○ PTAの諸活動の精選と内容の充実、日程の工夫を行い、Ｃ ○ 各 種 通 信 の 一 層 の
等 PTAの行事には参加 動 に 年 ２ 回 以 上 参 加 保護者に早めに通知することにより、参加への意欲を高め 充実と早期発送
と しますか。 し て い る と 答 え る 保 るとともに、積極的な参加を促す。 ○Webページ・ H&S
の 護 者 が 90％ 以 上 で あ ○学校行事や PTA諸活動の案内を通知及び各種通信、Ｈ＆ の活用
連 る。 Ｓや保護者会等で意義等を含め、分かりやすく周知する。
携 ○ PTA役員による自発的な活動を促し、保護者相互の連携

・協働による活動を充実させる。

３ 学 校 の 経 営 方 針 ③ 学 校 の 方 針 や 重 点 ○ PTA総会や学校公開日、学年保護者会、学校だより等各 B ○PTA総会、実行委
や 指 導 の 重 点 は 分 を 理 解 し て い る と 答 種通信、Ｈ＆Ｓによるメール配信などを工夫して機会ある 員会での周知
かりやすいですか。 え る 保 護 者 が 90％ 以 毎に学校の方針や重点・現状等について説明し、学校と家 ○ 学 年 保 護 者 会 で 説

上である。 庭とが共通の認識に基づいて生徒の支援にあたれるよう協 明・周知
力を求めていく。

４ 学 校 は お 子 さ ん ④ 学 校 は 相 談 し や す ○授業参観・保護者会・家庭訪問・三者面談・教育相談週 B ○ き め 細 か な 対 応 の
に 関 す る こ と で 相 いと答える保護者が 間等、様々な相談機会の充実を図る。 継続実践
談 が し や す い で す 90％以上である。 ○生活ノート、悩みアンケートなどによる多面的な生徒理
か。 解に努め、保護者や生徒の立場に立った共感的な理解とき

め細かな対応、指導・支援に努める。

５ 生 徒 は 、 授 業 が ⑤ 授 業 が 分 か る と 答 ○基礎・基本の確実な定着を目指し、習熟度に応じた指導 A ○授業改善に向けた、
Ⅱ 分 か り 、 満 足 感 や え る 生 徒 が 80％ 以 上 の充実を図るとともに、職員の授業力の向上を図り、生徒 職 員 一 人 一 人 の 授

達 成 感 を 味 わ っ て である。 の「主体的・対話的な深い学び」のある授業を実施すると 業力の向上
確 いますか。 ともに子に応じた支援の継続に努める。

か ⑥ 授 業 に 達 成 感 、 満 ○授業の補充として、放課後学習にて個別に支援・指導を B ○ 放 課 後 学 習 の 充 実
な 足 感 を 感 じ て い る と 行うとともに、数学・英語の補充学習に力を入れ、少しず ○ 個 に 応 じ た 支 援 の
学 答 え る 生 徒 80％ 以 上 つ基礎・基本を定着させるための指導を行う。 充実
力 である。 ○放課後学習に使用する教材については、個々の理解に応 ○ タ ブ レ ッ ト 端 末 の

じて、タブレット端末を利用するなど、実態にあった教材 有 効 活 用 に よ る 個 別
を用いるなど、個に応じた支援を充実させ、授業において 最適な学びの充実
達成感や充実感を感じることができるようにする。

⑦ 家 庭 学 習 を １ 時 間 ○各学年教職員の協力体制のもとに自主学習ノートを個に A ○ 授 業 ・ 放 課 後 学 習
以 上 行 っ て い る 生 徒 応じた支援に繋げる。また、放課後学習を継続するととも ・ 家 庭 学 習 の サ イ ク
が80％以上である。 に、家庭との連携の強化と学びのサイクルの定着を図り、 ルの確立

生徒の主体的な学びへの意識を高める。 ○ 個 に 応 じ た 指 導 の
充実

６ 生 徒 の 学 力 や 努 ⑧ 努 力 し た 事 を 先 生 ○教育相談の充実を図るとともに、授業における「めあて」 A ○教育相談日の充実、
力を適切に評価し、 に ほ め ら れ る な ど や の提示と「振り返り」の充実、「何を学んだか」「何が分 チャンス相談の実施
そ の 結 果 を 指 導 に る 気 が 出 た と 答 え る かったか（できるようになったか）」「次に何を学びたい
生かしていますか。 生 徒 が 80％ 以 上 で あ か」生徒の学びを多面的に捉え、賞賛・励ましを行い、生

る。 徒の意欲を高める。

７ 家 庭 で 自 主 的 に ⑨ 学 校 や 家 庭 で の 学 ○ねらいの明確化と振り返りの確実な実施、問題解決的なＢ ○ 放 課 後 学 習 、 補 充
学 習 や 読 書 を す る 習 に 進 ん で 取 り 組 ん 学習と学び合いを通して、生徒が活躍できる場を工夫して 学習
習 慣 が 生 徒 に 身 に で い る と 答 え る 生 徒 設定し、達成感や満足感、自己有用感を高める授業を実践
付いていますか。 が80％以上である。 するとともに、放課後学習、補充学習の充実を図る。

⑩ 朝 読 書 や 家 庭 で の ○「朝の読書活動」の継続と充実を図り、読書の楽しさに B ○ 図 書 委 員 会 等 、 生
読 書 に 進 ん で 取 り 組 気付かせ、読書習慣を身に付けさせる。また、図書委員を 徒主体の活動の充実
ん でい る 、生 徒 が 80 中心とした生徒主体の読書活動推進の取組を促す。
％以上である。

Ⅲ ８ 進 ん で あ い さ つ ⑪ 進 ん で あ い さ つ で ○生徒主体のあいさつ運動の継続実践、いじめ防止や人権 A ○ 生 徒 会 本 部 ・ 専 門
ができますか。 き る 生 徒 が 90％ 以 上 学習との関連を重視したあいさつ運動の一層の充実を図 委 員 会 に よ る 生 徒 主

豊 である。 る。教職員から声をかける指導を継続し、範を示す。 体 の 取 組 の 一 層 の 充
か 実

な ９ 時 と 場 に 応 じ た ⑫ 時 や 場 ・ 相 手 に 応 ○各学年職員による道徳研修の充実とローテーション道徳 A ○ 道 徳 ・ 特 別 活 動 に
心 言 動 が で き て い ま じ た 言 葉 遣 い が で き による授業改善により、考え議論する道徳の実践と全教育 よ る 心 を 育 て る 指 導

すか。 る 生 徒 が 90％ 以 上 で 活動を通じた道徳教育の推進、実践につながる指導 ･支援 の実践
ある。 の充実を図る。



1 0 い じ め は し な ⑬ い じ め は し な い 、 ○愛の学園プロジェクトの充実、生徒主体のいじめ防止活Ｂ ○ 愛 の 学 園 プ ロ ジ ェ
い 、 さ せ な い 、 許 さ せ な い 、 許 さ な い 動を強化し、生徒の心に寄り添う積極的な生徒指導・支援、 ク ト に よ る 生 徒 主 体
さ な い と い う 意 識 と い う 意 識 と 態 度 を 組織的な取組を充実させる。 の い じ め 防 止 活 動 の
を持っていますか。 持っている生徒が ○家庭との連携によるいじめの未然防止と積極的な認知、 継続実践

100％である。 早期発見・早期解決を徹底し、いじめの根絶を目指す。 ○ 道 徳 科 の 授 業 の 充
実

11 相手の立場や気 ⑭ 相 手 の 立 場 や 気 持 ○人権学習、人権週間の充実、全教育活動を通じた道徳教 A ○ 道 徳 ・ 特 別 活 動 に
持 ち を 考 え た 親 切 ち を 考 え た 親 切 な 言 育・人権教育の推進を図る。 よ る 心 を 育 て る 指 導
な 言 動 を 心 が け て 動 がと れ る生 徒 が 90 ○「考え・議論する」道徳の充実を図り、人権尊重の精神 の実践
いますか。 ％以上である。 や思いやりの心、命を大切にする心を育む指導・支援に努

める。

12 学校のきまりや ⑮ 学 校 で の き ま り や ○教師による厳しさと優しさのある指導・支援、学校と生 A ○ 道 徳 ・ 特 別 活 動 に
約 束 を 守 っ て 生 活 約 束 を 守 っ て 学 校 生 徒・家庭との信頼関係の構築を図る。 よる自主 ･自立、規律
す る 生 徒 が 育 っ て 活 を 送 っ て い る 生 徒 ○家庭との共通理解・共通実践、道徳・特別活動による自 に関わる実践
いますか。 が90％以上である。 主・自立、規律に関わる指導により、生徒の規範意識を一

層高める。

13 家庭で手伝いを ⑯ 家 庭 で 、 食 器 片 付 ○家庭科、道徳・学活等の学習を通して、家族の絆を深め B ○ 生 徒 ・ 保 護 者 へ の
していますか。 け 、 玄 関 を 掃 く 、 風 家族の一員としての主体的な実践を促す。 働 き か け 、 係 活 動 へ

呂 掃 除 等 な ど の 手 伝 ○生徒・保護者への働きかけ、係活動への取組指導による の取組指導
いをしている生徒が9 勤労意識の高揚を図る。 ○ 家 庭 と の 連 携 ・ 協
0％以上である。 力 に よ る 実 践 化 へ の

働きかけ

14 生徒は毎日朝食 ⑰ 朝 食 を 毎 日 摂 っ て ○保健体育及び家庭科の授業や完食習慣の実施、また、食 A ○ 給 食 委 員 会 に よ る
Ⅳ を 摂 っ て 登 校 し て い る 生 徒 が 90％ 以 上 育指導を通して、食に対する意識を高める。朝食や夕食に 完 食 習 慣 の 実 施 に よ

いますか。 である。 ついて、家庭への啓発により、食生活の改善と自律的な生 る啓発
健 活習慣の確立など、自己健康管理能力を身につけさせる。 ○ 保 健 体 育 ・ 家 庭 科
康 に お け る 食 生 活 に 関
･ わる指導の充実

体 15 生 徒は 十分な睡 ⑱ １ 日 ６ ～ ９ 時 間 の ○生徒が主体的に食事・運動・学習・休養（睡眠）のバラ B ○ 教 科 や 学 活 、 ほ け
力 眠 を 取 っ て 生 活 し 睡 眠 時 間 を と っ て い ンスのとれた生活習慣の見直しと改善が図れるよう、教科 ん だ よ り 等 に よ る 啓

ていますか。 る 生 徒 が 90％ 以 上 で や学活等にて啓発を行う。 発
ある。

16 健康で体力のあ ⑲ 進 ん で 運 動 や 部 活 ○新体力テストの結果を踏まえた保健体育の授業の工夫・ A ○ 体 力 向 上 へ の 取 組
る 身 体 を つ く ろ う 動 に 取 り 組 ん で い る 改善、行事や「教育部活」の充実を図り、進んでスポーツ 強 化 、 教 育 部 活 の 実
と す る 生 徒 が 育 っ 生 徒 が 90％ 以 上 で あ に親しむ意欲や態度を育てる。 践
ていますか。 る。 ○ ヘ ル ス プ ロ モ ー シ

ョンの指導充実

17 コロナの感染予 ⑳ コ ロ ナ の 感 染 予 防 ○コロナに対する情報の共有と市教委に基づいた的確な対 A ○ 集 会 ・ 保 健 だ よ り
防 対 策 を し っ か り 対 策 を と っ て い る 生 応を行い、生徒への感染予防と健康観察を徹底し、組織的 等での啓発
とっていますか。 徒が90％以上である。 な対応を図る。 ○ 毎 日 の 健 康 観 察 の

徹底

V 18 交 通ル ール等を ㉑ 交 通 ル ー ル 等 を 守 ○登下校時の通学路の歩き方について、安全に登校できる A ○安全教育の充実
守 る な ど の 危 機 回 っ て い る 生 徒 が 90％ よう継続的に指導する。また、地域の方にも迷惑をかけな ○ 登 下 校 時 の パ ト ロ

安 避 能 力 を 身 に つ け 以上である。 いよう、全校体制でパトロールを実施する。 ール実施
保 ていますか。

･ 19 学 校の 施設設備 ㉒ 学 校 は 定 期 的 に 学 ○職員による定期的な安全点検の確実な実施と問題点への A ○ 安 全 点 検 の 確 実 な
施 の 安 全 管 理 や 危 機 校 の 施 設 設 備 の 点 検 迅速な対応により、学校内での事故の未然防止を徹底する 実 施 と 問 題 点 へ の 迅
設 管 理 を 徹 底 し て い 修理を行っている。 とともに、委員会活動、学級活動における生徒主体の安全 速な対応
設 ますか。 環境整備に関わる活動の充実を図る。
備

20 交 通事 故防止、 ㉓ 学 校 は 安 全 (危 機 ) ○年３回（地震 ･火災 ･不審者対応）の避難訓練を実施とＰ A ○ 年 ３ 回 の 避 難 訓 練
火 災 ･ 地 震 ･ 不 審 者 管 理 マ ニ ュ ア ル を 確 ＤＣＡサイクルによる改善により、生徒の危機管理への興 の充実と PDCAサイク
対 策 な ど 、 安 全 教 認 し て 、 シ ミ ュ レ ー 味 ･関心を高め、危機回避能力を育む指導を計画的に実施 ルによる改善
育 の 徹 底 を 図 っ て シ ョ ン を 年 ２ 回 以 上 する。 ○ 他 機 関 と の 連 携 強
いますか。 実施している。 ○災害時引き渡し訓練を実施し学校・家庭・地域が一体と 化 、 危 機 管 理 マ ニ ュ

なって生徒の安全・命を守る意識を高め、万一に備える。 アルの改善充実

21 生徒が自らの将 ㉔ 普 段 の テ ス ト の 反 ○キャリア教育全体計画をもとに目的を明確にした実践的Ａ ○ 進 路 学 習 や 体 験 活
Ⅵ 来 に つ い て 考 え る 省 や 学 級 活 動 で の 進 ・体験的な活動を行うとともに家庭との連携を密にし進路 動 を 含 め た キ ャ リ ア

進 路 学 習 や 啓 発 的 路 学 習 、 職 場 体 験 な 指導・支援を一層充実する。 教育の充実
進 な 体 験 活 動 を 計 画 ど の 体 験 活 動 が 自 己 ○タブレット端末を効果的に使い、オンラインでの職業講 ○ キ ャ リ ア パ ス ポ ー
路 に 沿 っ て 実 施 し て の 進 路 や 生 き 方 に つ 話等も検討する。 ト の 有 効 活 用 と 家 庭
･ いますか。 い て 考 え る き っ か け ○キャリアパスポートの継続的な活用を行い、生徒自身が と の 連 携 ・ 協 力 の 充
生 と して い る生 徒 が 90 自己の成長を振り返るとともに、親子で話し合い、生き方 実
き ％以上である。 を模索できるよう、各学年に応じた指導 ･支援の充実、保
方 護者との緊密な連携を図る。

22 生徒の夢や将来 ㉕ 将 来 の 夢 や 希 望 す ○学年保護者会や通信等により進路に関する情報提供を計 B ○ キ ャ リ ア 教 育 の 充
を 育 め る 進 路 指 導 る 進 路 に つ い て 親 子 画的に行い、生徒と保護者の進路意識の高揚に努める。 実 と 三 者 面 接 等 で の
を行っていますか。 で こ れ ま で に ２ 回 以 ○キャリア教育全体計画の改善充実とキャリアパスポート 情報提供と共有

上 話 し 合 っ て い る 家 の有効活用により、キャリヤ教育の視点を活かした教育活 ○ キ ャ リ ア パ ス ポ ー
庭が90％以上である。 動の一層の充実を図る。 ト を 活 用 し た 家 庭 と

の連携・協力の充実


